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 配偶子幹細胞は分化・成熟、さらには受精というプロセスを経ることで個体を

作り出すことができる。したがって配偶子幹細胞を操作することは、個体を操作

することに 直結し、たとえば遺伝子導入個体の作製、遺伝子資源の保存、さら
には効率的な動物生産といった種々の応用が期待される。本セミナーでは、演者

らがサケ科魚類を用いて開発した配偶子幹細胞移植の原理、さらには移植実験を

通じて見えてきた魚類配偶子幹細胞の性的可塑性というユニークな特徴につい

て紹介する。さらに、配偶子幹細胞移植技術を駆使した応用例、たとえば絶滅危

惧種の保全やサバにマグロを生ませる研究を紹介する。 

 

 
左： 

ヤマメ両親から生まれ

たニジマス 

 

右： 

マサバ宿主へのクロマ

グロ精原細胞の移植 
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